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A:興味のある史実に対する有意味な問いに
取り組むことができる機能

全ての年代・世界中の史実に対応した情報空間
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意味情報と空間情報をidにより対応付けたデータ[1]を⽤いて
Wikidata(LOD)にあるつながりの内，
TLH[2]や歴史論⽂(例:⼈物学習[4])で重要とされているつながりに
着⽬してLODの情報を様々な表現形式で可視化表⽰．

C:歴史的に重要なつながりを様々な表現形態
(例︓地図・年表)で確認できる機能

史実選択画⾯

史実選択後画⾯

本システムを⽤いた学びが実際の現場で有意味な歴史学習につながるか確認・LLMの活⽤

複数の観点から考えさせることが可能な
有意味な問いの産出

オープンエンドな学習空間により学習者の興味に沿った探索が可能
• 歴史の世界に没⼊した学びにより学習者の興味を喚起
• 史実のつながりの探索により学習者の興味を拡張

どんなつながりを基に情報を纏めるべきかわからない

オープンエンドな学習空間において歴史リテラシー向上⽀援をいかに実現するか︖RQ

規定した問いに対し何のビューをどう探索したら良いか⾏動⽰唆を
促すメニューをTLH[2]や歴史論⽂(例:⼈物学習[4])を基に
オントロジーに定義することで助⾔を提⽰

B︓問いに対しどんな情報を⾒ると⼿掛かりとなる
可能性があるか助⾔を確認できる機能

問いの産出における困難性（D1）

A:興味のある史実に対する有意味な問いに
取り組むことができる機能 (D1の軽減)

アメリカ南北戦争の
規模はどうだろう︖

アメリカ南北戦争に
ついてもっと知りたい

どのような情報を確認すべきかわからない

システム VR 過去周辺でおきた戦争と
死者数を⽐べてみたら︖

何を確認すれば
良い︖

システム

戦争により何が変わったか
調べるために年表を

確認しよう 奴隷制度がなくなったのか 南北戦争により奴隷制度廃⽌が決まったことは
ターニングポイントであり当時の⼈から⾒たら
影響が⼤きいと⾔えるが,他の時代の戦争と死者数を⽐較
すると戦争の規模は⼤きいものとは⾔えない

意味情報(Wikidata(LOD))と
空間情報(Google Street View)を対応づけた
オープンエンドなVR型史実探索環境を開発[1]

探索活動が有意味な歴史の学びに貢献するかは学習者に委ねられている

情報の発⾒・分析における困難性（D2） 証拠に基づいた結論の⽴案における困難性(D3)

歴史リテラシー有意味な探索に求められるスキル

様々な観点や種類の情報の発⾒・分析 複数の観点及び情報間のつながりを
踏まえた考察

観点１︓変化と継続

観点2︓当時の⼈の視点
当時の⼈から⾒た戦争の
規模は︖

戦争により何が変わった︖

当時の⼈から⾒て奴隷制度の廃⽌は
どのような影響があったか確認しよう・

・

観点１︓変化と継続 観点2︓当時の⼈の視点

観点3︓ターニングポイント 観点4︓過去を使う

観点１︓変化と継続

観点2︓当時の⼈の視点

VR

C:歴史的に重要なつながりを様々な表現形態で
確認できる機能 (D3の軽減)

空間的つながり 同時期のつながり 年表のつながり

アメリカ南北戦争と
薩英戦争は同時期なの︕

観点がわからず有意味な問いを⾃⼰産出できない

実現⽅法

戦争の規模について
調べると当時の⾵景をイメージできた

なるほど戦争の規模を調べるときは
死者数で⽐べることができる

同時期事象の戦争を確認すると
共通点がたくさんあるな

探索終了時

どのような状況でどのような探索が有意味な活動につながったか様々な史実で体験することで実感を伴った歴史リテラシーの獲得につながる

年表
同時期事象

メニュー

問い

課題

アメリカ南北戦争の
規模はどれくらい︖

Meta Quest Pro


